
平成 23年 東 北 地 方太 平洋 沖 地震 の対応 につ い て

1 地 震 の概 要

(1)発 生 日時

平成 23年 3月 11日 金曜 日14時 46分

(2)震 源地及び規模

二睦沖で深 さ約 10k血 。マ グニチュー ド9.0。
(3)震 度

宮城県北部 震 度 7。 東京都 23区  震 度 5強 (葛飾 区 震 度 5弱 )。
葛飾区の余震 (当日分)

震度 5弱   1阿 (本震の 1分 後)
震度 z4   2 1rri(14:50)

震度 3   7回 (14!:5114:5214:5315:0615:0815:1815:27)

2 災 告対策本部の活動
3月 11「 |

。 1■ 日寺!46夕)

災害対策本部を設置 し、第 2次 非常配備態勢によ り情報収集及び応急対策 に当たるc・16時 30分

第 1回 本部会開催。各部か らの被害状況 を報告。
・18時 15分

雄難所 (小中学校 73校 ほか)75ん 所ヽ 開設。
'20時 30分

鳥 2阿 本部会開催。各部か らの被告状況及び今後の対策について報告っ
。 どを【二師t予0 0//)

第 3日 本部会開催。各部か らの被告状況及び避難所開設状況についての報告c
3月 1を 澤

・1)時30分

第 ■胸r本部会開催。選難所開設状況についての報告。
・2時 00分

災字対策救助法について東京都 に申詩。後に、適用の通知あ り。
・ 2丹寺30少 )

東京都 より避難所用災害対策用品到着 (毛布 500枚 )。
・6時 50分

災害時における相互協力協定 を締結 している茨城県土浦市か ら、市内断水のために
水について要請あ り。

。9時 00分

土浦市へ水 1, 044ジ ッ トル (ペッ トボ トル 522本 )を 輸送。
。9時 30分

避難所開設終了 (松上小学校)。
。 1_0時 0 0分

第 5日 本部会開催。各部か ら今後の態勢 についての報告。
'15時 Oo分



第 6回 本部会開催。今後の態勢についての報告。

3 月1 4 日
・8時 30分

第 7回 本部会開催。各部か らの被害状況及び今後の対策についての報告。計画停電
への対応及び節電対策について各部で検討 し、 16時 に第 8回 本部会で報告c

3 月1 5 日
,8時 45分

第 9回 本部会開催D計 画停電の状況報告。

3 月1 6 日
'8時 45分

第 10日 本部会開催。災害協定締結 自治体の状況報告。

3 避 難所受入状況 (ピーク 3月 12日 土曜 日5時 80分 )

小学校
避難

人数
中学校

避難

人数

その他

の施設

連難

人数

開設数

合計

避難人数

合計

49 830 24 135 2 55 75 1,020

※その他施設 とは、1日松南小学校 と総合スポーツセンターの 2か 所。

※連難所別の収容人数の内訳は、別紙のとお り。

4 葛 飾区の被害状況 (3月 13日 午前 11時 現在。区 。警察 。消防情報)

人的被告   軽 傷 8人

物的被害   建 物一
部損壊  39件   電 柱 ・電線   4件

道路被害    2件   水 道管破裂   5件

灯篭倒れ    2件   ブ ロック塀   3件

す ぐやる課対応  18件 (道路立入禁止措置、問い合わせ、区内パ トロール等)

建築課対応   33件 (屋根 。外壁損傷調査、相談等)

都市整備部対応  11件 (外壁落下、車道上のひび、その他)

ライフライン  ガ ス ・水道については被害報告はなし。

電気については、供給電力量の減少に伴 う 「計画停電」について協

力依頼。

交通機関    運 休及び遅延。

5 災 害協定締結 自治体の状況

(1)茨城県土浦市

土浦市は 3月 12日 16時 現在、市内全域で断水。要請により飲料水 1, 044リ

ットル (2リ ットルボ トル 522本 )を 13日 に トラックで搬送 した。

(2)福 島県塙町

塙町は地震による直接的な被害は無いが、 15日 から原子力発電所近辺からの選難

者が増えてきているので救援物資を要請 (15日 20時 現在 126人 )。 ビスケット



31, 200食 、アルファ米 10, 000食 、粉 ミルク224缶 、哺乳瓶 1, Ooo
本、紙おむつ 3, 456枚 を 15日 に トラックで搬送 した。

(3)福 島県二本松市
工本松市も地震による直接的な被害は無いが、 3月 16目 現在、原発からの避難者

が 3, 00o人 を超えているとのこと。そこで、 17日 11時 に、レスキューキッチ
ン、毛布、簡易 トイ レ、マスク、カーペ ッ ト等の救援物資を搬送 した。

(4)栃 木県小出市

小山市は、 3月 15日 16時 現在、軽傷 4人 、家屋の一
部損壊 1, 000棟 。断水

6時 間。原発からの避難者は県が受け入れているっ 18日 11時 に、レスキューキッ
チン、毛布、簡易 トイ レiマ スク、カーペ ッ ト等の救援物資を搬送 した。

(5)新 潟県十 日町1キ丁

十日町市は、 3月 15日 16時 現在、軽傷 9人 、住家全壊 3棟 、道路は国道を含め
5か 所を通行止め.上 下水道 2, 000世 帯断水中6復 旧の見込みはたっていないが、
支援は今のところ必要な しとのこと。

(6)栃 木県 層光市 ・岐阜県飛騨市
11光市 ・飛騨市については地震による直接的な被害は無い。ただ し、 日光林問学因

については、 18日 に福島からの避難者の受入施設 として、あだたら高原学園から寝
具 100紅 を日光林間学困へ搬送 し、 300人 の受人態勢を整えた。

(7)そ の他

災キ協定を締結 ヒ/ているピースウィンズジャパンからの要請で、 18日 11時 に気
仙沼市ヘ レスキューキッチン、毛布、簡易 トイ レ、マスク、断熟マ ット等を小出市を
経由とンて搬送 した。

6 計 1由「停電の対応

言神 ,停電になった場合の区民サー ビスの影響等については、今後、ホームページ等で
掲載する予定である3

7 原 発事故の対応

束京電力福島第
一

原子力発電所の爆発事故については、これまで災害対策本部におい
てち情報共有を行つてきたが、区民からの問い合わせや健康に関する相談、避難者の受
入れ等の具体的な対応を協議するため、 3月 16日 8時 45分 に危機管理対策本部を設
置 とィた。

3月 16日
・8時 45分

危機管理対策本部を設置。全庁を挙げて取 り組むことを基本方針 として決定。区民
への対応方法や避難者の受入施設の調査などを危機管理連絡会議へ下命。

。10時

危機管理連絡会議を開催。区民からの問い合わせの処理方法の検討及び各部所管の
避難者受入可能施設の調査等を依頼。

・ユ6時

危機管理連絡会議を開催。区民か らの間い合わせについて、 3月 17日 から3月 2
7日 までの閉庁時における電話受付体制案及び避難者の受入可能施設案を作成。

。17時



危機管理 ・災害対策本部会 を開催。 3月 17日 か ら3月 27日 までの閉庁時におけ
る電話受付体制及び運難者 の受入可能施設を決定。 また、 「東北地方太平洋沖地震
の影響 による電力の需要逼迫 に対す る葛飾 区の対応 について」を決定。

3月 ]7日
。1 7 時

危機管理 ・災害対策本部会を開催。避難者の受入れ方針等について決定。 また、東
京都 は、東京武道館 (足立区 900人 )と 味の素スタジアム (調布市 600人 )を
避難者 の緊急受入れ施設 として同 日17時 か ら受入れ を開始 した。

3 月 1 8 日

・8 時 3 0 分

危機管理 ・災害対策本部会 を開催。連難所の開設時期及び対象施設の決定。電 力

の需 給 這迫 に対 す る葛 飾 区 の対 応 、省 エ ネ ・節 電 対策 、避 難 所 設 営 の た め

の準備 等 を確 認 。 警 察署 ・消 防署 に情 報 提 供 し、協力 を要請 した。
・13時 30分

危機管理連絡会議 を開催。連難所開設 に関す る準備、受付、連絡方法等の具体化 を

検討。また、連休 中の問い合わせ体制及び各部の活動内容を確認。
・14時

水元集い交流館 を避難所 として受 け入れ開始。災対福祉部、災対地域振興部、災対
都 市整備部、社会福祉協議会 を中心に選難所運営を開始。また、地元 自治町会や 白

治町会連合会か らの支援 もいただいている。
・1 7 時

先機管理 ・災害対策本部会 を開催.受 入れ追加候補施設の選定及び決定。
3月 19汗 1か ら21日 (遇野末rti)

。区民か らの問い合わせや避難所 との連携 に対応す るための特別態勢を とる。
3 月 2 2 「1

・思時 4 5 分

危機管理 ・災害対策本部会 を開催c避 難所運営の状況等の報 告及び今後 の課題等に
ついて協議。



東北地方太平洋沖地震で開設した避難所一覧

平成23年3月12日5時30分現在

|

No 学校名(メよヽ・中) 職員(区再学校)数 避難者数 合計
1 本田小 15 26

2 葛飾小 14 300 314
3 梅田小 6 4 10

4 渋江小 4 8 12

5 南綾瀬小 6 一ｂ

6 上千葉小 15 0 15

7 堀切小 8 4 12

8 奥戸小 6 1 7

9 上平井小 9 3 12

10 二上 小 10 0 10

1 1 小松南小 18 35

12 高秒小 5 16

13 新宿小 食
） 7 13

14 住吉小 4 15 19

15 亀青小 8 8 16

16 道上小 15 150 165
171  食 町小 10 0 10

18 末広小 2 19 つ
た

19 柴又小 8 10 18

20 鎌倉小 （
じ 1 14

ワヽ
」 水元小 4 0 4

22 こす1ザ小 8 1 9

1 23 半田小 8 1

24 童木塚小 6 9 15
ら
４ 青戸小 15 ら

４

26 清和小 13 10 23

27 木根川小 4 5 9

28 中之台小 10 47 貫
Ｕ

29 綾南小 19 0 19

30 川端小 7 0 ′

31 北野小 4 0 4

32 白鳥小 7 12 19

33 松上小 8 100 100
34 西小菅小 12 0 12

35 柴原小 12 1 つ
０

36 中青戸小 13 18 つ
０

つ
０ 南奥戸小 5 0 5

38 東綾瀬小 0

39 原田小 10 6 16

40 東柴又小 0



No 学校名(′j ・ヽ中) 職員(区B学校)数 避難者数 合計
41 飯塚小 5 0 5

42 西亀有小 8 0 8

43 花の本小 10 4 14

44 上小松小 8 0 8

45 幸園小 6 0 6

46 細田小 5 0 5

47 東金町小 10 21

48 東水元小 2 0 2

49 よつぎ小 13 18 31

60 本田中 8 0 8

51 金町中 8 0 8

52 水元中 8 0 8

53 新宿中 5 30 35

54 奥戸中 C

55 綾瀬中 5 0 5

56 上平井中 12 0 12
民
ぜ 中川中 6 0 6

58 桜道中 13 1 14

59 堀切中 5 0 5

60 双葉中 10 3 13

61 大道中 4 0 4
つ
た

会
じ 四ツ木中 15 7 22

63 小松中 6 21 う
と

64 亀有中 12 27 39

65 立石中 9 20

66 常盤中 4 0 4

67 一之合中 5 0 5

68 青戸中 2 9

69 青葉中 7 0

70 高砂中 6 0 6

東金町中 5 0 5

72 葛美中 2 0 2

73 新小岩中 35 52

74 旧松南小 10 50 60

75 総スポ 1 5 6

合計 637 1020 1649
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首都騒などの題難誘

還難書を受け入れている主な

施設 をま次の違 り、20母正午現

在,ぷ 表の見方 縦 設名 く住所
童蓬難先篭誌〕収容人数=人 数

1ま菱わります。

0東 京都 |

新犠ヨズミウクスポーツセンタ
ー 〈新宿区大久採 8の この 2革

03・3232・7701)22霞 から、約

400ャ代

薪宿題立女緯湖高原学圏 rヴィ

レッジ女簿滋ど (長野黒立科町

芦 霞八ケ野赤沼平994蓋926T・

弱 ・6 1 分0 ) 2 2 国から、米予2 0 0 メ、

誘績厳民健康対 「グリーンとル

八ケ岳ど (山梨県北社市長坂町

申丸ユも22志0551,魯2・7011)22

題から、約二〇0人

新宿区立中強羅区彙保達誘 「籍

根つつじ荘:(辞 森!|1県籍緩町

登袋掲霊1329==0堪60382,1144)22

日わ ら、約モ00メ、

1瑠葉中野小学校 (時野区蓑中雰

うの2,の岳手渡災害対策本部03
6弾 8岳"述ユ19約 150人 てあと

摘量4けぶィ)

|
6,1■r〈'と,あ820・4007)幸91)00A

球の薫スタジアム て調梅市西町

津78立,3革遺03・5320・4007) 轟,

70器|ゴく                  ,
ベルジ永出 (多窓軍永曲 1の 3
喜工臓電窮す役完寿042137る ,3111)58

人、埴島康発事故避軽署の―み

逮3E恐82亀 畿

題醜題題著褒遠麹威癒顧轟貯拓 す
◆東京都 策 寮武道館 ,味の素ス

タジアム計約1600人.塔S営住宅約驚

0戸、会社住宅約108戸.B租 強 b葉

京スポーツ文fと館 ,蔦尾の森わくわ

くピレッジなど f通挙困難となつた
児豊 ・生徒が対象)374人

争東京都職員其済総合 ア ジユー

ル竹芝 `ブ ランプエール部榎 ・箱提

踏閑雲計88重 (1lSノ、)

●千代霞区 軽 井沢少年自然の家

270人
◆渋谷区 ケ アヨミュニテ ギ美特

の虚 ・ケアコミュエテ ィ療構の丘 な

鰭原自然の家計300人
◆新宿題 新 億ヨズミツクスポー

ツセンター 'プ イレッジ女神鋼 ・ダ
リーンヒルAケ 岳 ・縞根つつじ荘言十

880)＼

◆中野題 1目東中野小学校150人

●謡 |1区 ダ リーンパール郡猿10

0人

◆武蔵村由請 対 曲学圏武道場40

人

澄8 ,鶴を愛亀 醸:   悪

奪大襲区 公 共住宅25戸



平成23年3月23

東 京 都 水 遣

水道水の放射能測定結果について

このたび、東京都水道局金町津水場の洋水 (水道水)お らゝ、下表のとおり、食品衛生

法に基づく孝L児の飲用に関する暫定的な指標値100Bq/kg(※乳月による水道水の援取に

係る対応について[平成23年3月 21日健水発第2号厚生労働省健康局水道課長通知])

を超過する濃度の放射性ヨウ兼が測定されました。 ※別紙参照

23区及び一部の多摩地域の都民の皆さまには、乳児による水道水の摂取を控えて慣く
ように、お願いいたします。

なお、この数値は、長期にわたり摂取した場合の健康影響を考慮して設定されたもので

あり、代替となる飲用水が確保できない場合にほ、摂取しても差じ支えありません。

今後も、濃度の変動を引き続き監視し、公表してまいります。

1測 定結果<測 定機関:東京都産業技術研究所 採水日時:3月 22日 9時 >

`'     単 位 :Bq/kg

2字 L児による水道水の凝取を控えていただく地域

脅3区、武蔵野市、町田市、多摩市、稲城市

【FFS合せ先】

水道局浄水青F浄水課 保 坂口篠日

03-5320-6436, 6448

メ可れ泉  49-231, 49-241

【多摩の配水区域に関する問合せ】

多摩水道改革推進本部

調整部技術指導課  小 野・水田
,   042-521ど5125

日

局

，

採水場所
放射性ヨ,索
(ヨウ兼 131)

食品衛生法に基づく群L

児の欽用に関する暫定

的な指標値

原子力安全委員会が定
めた飲食物摂取制限に

関する指標値

金町津水場 210

100 300朝霞洋水場 不検出

小作持水場 32

※不検出く20Bqれg




